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　硬い岩盤であっても力を加えると少しずつ変形し
て、ひずみエネルギーが蓄えられる。さらに力を加
えていくと、ついには、岩盤は破壊し、それまでに
ためられていたひずみエネルギーを波として急激に
解放する。これが地震である。私たちは日常生活の
中で急な揺れを感じると、「地震だ」と口にするが、
この揺れは地震によって引き起こされたもので、専
門家の間では「地震動」といい、原因である「地震」
とは区別されている。地下でおきる岩盤中での破壊
は、破壊面の両側の岩盤や地層がずれ動くことによ
って生じる。この破壊面が断層である。
　ひとたび形成された断層は同じ面に沿って、その
後何回も繰り返し活動することがある。岩盤を破壊
しながら割れ目が進む速さは、地面の中では毎秒２
～３㎞程度で、ずれていく速さはこれよりずっと遅
く毎秒数十㎝程度であるといわれている。地震波（P
波）の伝わる速さはこれらに比べ速く、たとえば、
東北地方の地下では、毎秒５～６㎞程度である。
　地震を引き起こした破壊の広がり、言い換えれば、
そのときにずれた断層の広がりは、地震の規模が大
きいほど大きく、また、ずれの量も大きい。ちなみ
に破壊を開始した点が震源である。文献によると、

もある。
　断層は周囲から受ける力の向きによって、図のよ
うに正断層、逆断層、左横ずれ断層、右横ずれ断層
の４種類に分類されるのが普通である。正断層と逆
断層は断層に沿って上下方向にずれ、横ずれ断層で

は水平方向に食い違う。正断層ができる地域は、大
陸や海洋がプレート運動により分裂し引き裂かれて
いるようなところのように、岩盤全体が引っ張られ
ているような地域である。アフリカ大陸東部の大地
溝帯は、大陸が引き裂かれているところとして有名
である。逆断層ができる地域は、岩盤が圧縮されて
地面が盛り上がるような地域である。日本列島の多
くの地域やヒマラヤ山脈などの造山帯といわれる地

このタイプの断層により引き起こされた。横ずれ断
層では、片方の岩盤から反対側の岩盤のずれを見た
とき、右側に動く場合を右横ずれ断層といい、左側
に動く場合を左横ずれ断層という。日本では近畿地
方や中部地方にこのタイプの活断層が多く見られ
る。天然の断層では、ずれが正断層や逆断層のよう
に上下方向に限られている場合や横ずれ断層のよう
に水平方向のずれしかもたない場合もあるが、逆断
層成分をもった右横ずれ断層のように斜めにずれる

つである野島断層はこの例の一つである。


